
の
絵
を
習
っ
た
（
「
東
京
美
術
学
校
旧
職
員
履
歴
書
」）
と
い
う
か
ら
、
右
の
記
事
は

時
期
的
に
は
符
合
す
る
が
、
果
た
し
て
真
相
は
ど
ち
ら
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
正
木
直
彦
に
よ
る
と
、
正
木
は
一
雅
が
彫
刻
を
陶
器
に

応
用
し
て
見
た
い
と
言
っ
て
い
る
の
を
聞
き
、
バ
リ
で
ロ
ダ

ン
の
彫
刻
を
原
型

と
し
た
七
ー
プ
ル
製
の
「
ア

ー
ブ
ル
市
の
歴
代
の
市
長
の
像
」
や
「
童
話
作
家

の
フ
ニ
ヌ
ロ
ソ
」
陶
像
を
見
て
陶
像
こ
そ
日
本
の
庭
園
や
建
物
に
調
和
す
る
と

考
え
て
い
た
折
り
か
ら
、

一
雅
を
七
ー
プ
ル
に
留
学
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
清
浦

農
商
務
大
臣
に
頼
ん
で
一
雅
を
同
省
実
業
練
習
生
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
ヘ
送
っ

た
。
一
雅
は
前
出
履
歴
書
に
よ
れ
ば
明
治
三
十
六
年
二
月
に
一
旦
助
教
授
を
辞

し
、
同
年
四
月
十
八
日
留
学
の
途
に
つ
き
、
同
年
六
月
か
ら
十
月
ま
で

。ハ
リ
の

ア
カ
デ
ミ
ー

・
ジ
ュ
リ
ア
ソ
で
「
画
家
フ
エ
リ
氏
」
お
よ
び
「
彫
刻
家
ペ
ル
レ

氏
」
（
昭
和
三
十
年
版
『
日
本
美
術
年
鑑
』
で
は
「
サ
ン
ド
ー
ズ
氏
」
）
に
師
事
し
た
あ

と
、
十
一
月
セ
ー
プ
ル
の
国
立
陶
磁
器
製
造
所
に
入
所
。
三
十
九
年
七
月
に
帰

国
し
た
。
そ
の
間
、
三
十
八
年
八
月
に
は
彫
刻
術
研
究
の
た
め
ベ
ル
ギ
ー
、
オ

ラ
ソ
ダ
、
ド
イ
ツ

、
イ
タ
リ
ア
に
旅
行
し
、
同
年
九
月
か
ら
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト

・

ロ
ダ
ソ
に
師
事
し
た
。
一
雅
が
七
ー
プ
ル
で
作
っ
た
動
物
を
主
題
と
す
る
白
磁

置
物
の
原
型
は
フ
ラ
ン
ス
人
に
大
変
歓
迎
さ
れ
た
ら
し
い
。
正
木
の
前
掲
書
や

「
沼
田
一
雅
氏
の
窯
芸
術
に
つ
き
」
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
四
巻
第

五
号
）
に
よ
れ
ば
、

一
雅
は
そ
の
た
め
に
帰
国
の
際
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
勲
章

（
「
ア
カ
デ
ミ
ー

・
ド
ゥ

・
オ
フ
ィ
シ
ェ
」
勲
章
。
前
出
『
日
本
美
術
年
鑑
』
に
は
明
治
四

十
三
年
授
与
と
あ
る
。
）
を
贈
与
さ
れ
た
と
い
う
。

帰
国
後
の
一
雅
は
犀
と
し
て
本
校
に
復
職
し
、
校
内
に
小
規
模
の
窯
を
築
い

て
制
作
を
試
み
、
傍
ら
農
商
務
省
工
業
試
験
所
嘱
託
と
な
り
、
陶
磁
彫
刻
の
指

導
に
当
た
っ
た
。
明
治
四
十
年
十
二
月
教
授
に
昇
格
。
塑
造
を
指
導
し
た
。
彼

と
あ
り
、
同
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は

女
生
徒
養
成
に
関
す
る
建
議

本
年
四
月
の
新
聞
各
紙
に
標
題
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
四
月

二
十
日
の
『
報
知
新
聞
』
に
は

0
東
京
美
術
學
校
と
女
生
徒
岡
倉
〔
覚
三
〕
前
校
長
時
代
に
物
議
の
為
め

立
消
と
為
り
し
同
問
題
に
付
現
校
長
正
木
直
彦
氏
は
時
期
既
に
到
り
し
と
し

て
此
程
女
生
徒
養
成
の
意
見
を
具
し
文
郡
大
臣
に
建
議
し
た
り
左
れ
ど
嘗

局
者
中
に
は
校
規
棄
乱
を
招
く
の
基
な
り
と
て
反
到
の
意
見
を
有
せ
る
も
の

も
あ
る
由
な
れ
ば
中
々
容
易
に
は
質
行
に
至
る
ま
じ
と

0
美
術
學
校
女
生
徒
養
成
の
議

④
 

の
陶
磁
彫
刻
の
技
術
自
体
は
本
校
の
教
育
上
に
は
十
分
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
様

子
で
あ
る
。
大
正
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
再
び
セ
ー
プ
ル
で
研
究
し
、
フ

ラ
ン
ス
政
府
か
ら
「
オ
フ
ィ
シ
ェ

・
ド
ゥ

・
ラ
ソ
ス
ト
リ
ュ
ク
シ
ョ
ソ

・
レ
ピ

ュ
プ
リ
ッ
ク
」
記
章
、
「
シ
ュ
パ
リ
エ

・
ド
ゥ

・
ラ

・
レ
ジ
ョ
ソ

・
ド
ゥ
ヌ
ー

ル
」
勲
章
を
贈
ら
れ
た
。
昭
和
八
年
教
授
を
退
官
し
、
引
き
続
き
同
十
九
年
ま

で
講
師
と
し
て
在
職
し
て
い
る
。

一
雅
の
陶
磁
彫
刻
技
術
が
初
め
て
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
の
は
、
晩
年
、
京
都

の
国
立
陶
磁
器
試
験
所
の
技
師
と
な
り
、
大
き
な
窯
を
自
由
に
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
で
、
一
雅
は
等
身
大
の
正
木
直
彦
陶
像
を
制
作
し
（
昭
和
十
一
年
）
、

本
校
に
寄
附
し
た
。
現
在
正
木
記
念
館
に
安
置
さ
れ
て
い
る
像
が
こ
れ
で
あ
る
。

上
野
の
東
京
美
術
學
校
に
於
て
女
生
徒
を
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⑥
 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
建
議
書
の
内
容
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
、
年
報
の

「
将
来
必
要
卜
認
ム
ル
件
」
の
項
に
も
本
件
に
関
す
る
記
載
が
無
い
が
、
右
の

報
道
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
こ
の
頃
本
校
側
に
は
女
生
徒
養

成
の
意
志
が
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

入
試
課
目
改
正

明
治
三
十
―
―
一
年
十
二
月
の
規
則
改
正
に
よ
り
翌
三
十
四
年
か
ら
仮
入
学
制
度

が
実
施
さ
れ
、
以
来
、
入
学
者
選
抜
方
法
は

一
、
仮
入
学
（
無
試
験
で
入
学
さ
せ
、
三
ヶ
月
後
に
実
技
試
験
を
行
い
、
合
格
者
を

二
、
競
争
試
験
（
合
格
者
を
直
ち
に
予
備
の
課
程
へ
入
学
さ
せ
る
。）

の
二
通
り
と
な
っ
た
。
二

の
場
合
の
試
験
課
目

(
76
頁
参
照
）
に
は
学
科
と
専
門

実
技
と
が
あ
っ
た
が
、
同
三
十
六
年
に
至
り
学
科
が
廃
止
さ
れ
た
。
し
た
が
っ

て
、
本
校
で
は
こ
れ
以
後
入
学
試
験
は
実
技
試
験
の
み
と
な
っ
た
。

東
京
美
術
学
校
参
観
記

0
上
野
の
若
葉
昨
日
久
々
に
て
東
京
美
術
學
校
を
訪
問
致
候

，・

科
赦
授
黒
岩
淡
哉
氏
出
勤
中
に
て
参
観
の
便
を
得
た
り
同
氏
は
先
に
佛
園

大
博
覧
會
に
自
作
を
出
品
し
て
金
賞
を
得
ら
れ
し
人
に
候
て
亦
今
回
大
阪
に

⑤
 

予
備
の
課
題
へ
入
学
さ
せ
る
。）

云
へ
り

幸
に
彫
刻

養
成
せ
ん
と
の
議
は
岡
倉
覺
三
氏
校
長
時
代
よ
り
の
宿
題
な
る
が
正
木
校
長

は
愈
女
生
徒
養
成
の
意
見
書
を
認
め
文
部
大
臣
へ
建
議
せ
り
尤
も
営
局
者

中
に
反
到
論
者
多
き
由
な
れ
ば
宜
行
さ
れ
ん
こ
と
は
餘
程
困
難
な
る
べ
し
と

開
設
せ
る
第
五
回
博
覧
會
美
術
館
前
噴
水
楊
柳
観
―音
に
は
熱
心
に
力
を
い
た

せ
し
青
年
彫
刻
家
に
御
座
候
氏
語
て
曰
ふ
本
校
の
夏
季
休
業
は
例
年
七

月
中
旬
に
始
ま
り
九
月
中
旬
を
以
て
終
る
規
定
な
れ
共
本
年
は
博
覧
會
の
為

修
學
旅
行
と
し
て
去
る
十
日
よ
り
休
業
學
生
に
は
閥
保
之
助
羽
田
禎
之
進

の
雨
氏
附
添
ひ
既
に
奈
＿艮
を
罷
て
大
阪
に
向
へ
り
尚
ほ
下
村
観
山、

白
井

保
次
郎
、
櫻
岡
一
二
四
郎
の
諸
氏
は
英
に
佛
に
米
に
留
學
中
に
て
い
と
淋
し
く

あ
き
だ
な

〔
マ
マ
〕

営
時
校
舎
は
明
店
の
感
あ
り
な
れ
ど
も
日
本
聾
数
室
に
に
本
年
度
の
卒
業

製
作
拉
に
競
技
成
績
の
陳
列
し
あ
れ
ば
イ
ザ
案
内
せ
ん
と
玄
闊
正
面
の
階
上

〔マ

マ
〕

日
本
箱
甕
科
第
四
年
赦
室
に
導
び
か
る
数
室
の
廣
さ
約
四
十
四
坪
妓
に

甲
種
四
五
乙
種
二
五
の
競
技
成
績
の
陳
列
を
見
る
競
技
の
霊
題
は
艶
麗

題
意
を
妙
齢
の
婦
人
に
借
り
し
も
の
多
く
山
水
、
花
鳥
は
稀
な
り
甲
種
の

分
に
て
小
西
義
雄
、
松
岡
輝
夫
、
長
峰
虎
雄
、
植
松
盛
之
助
、
佐
治
友
八
、

小
泉
勝
雨
を
始
め
見
る
可
き
の
作
多
し
元
来
競
技
は
課
題
艶
麗
の
元
に
本

〔
撰

〕

科
三
年
以
下
豫
科
選
科
を
通
じ
て
製
作
競
技
せ
し
も
の
豫
科
に
て
合
格
せ

し
は
小
泉
勝
雨
あ
る
の
み
ま
た
笙
を
嘱
す
可
き
？

順
次
別
室
に
本
年
度
の
卒
業
製
作
を
観
る
製
作
枚
敷
十
四
穂
て
三
尺
巾

〔
漫

〕

と
見
受
＜
百
花
爛
慢
た
る
こ
み
ち
に
露
を
い
と
え
る
唐
美
人
さ
て
は

平
家
の
都
落
ち
と
で
も
題
す
可
き
横
も
の
雨
者
共
に
佳
作
と
す
只
惜

ら
く
は
前
者
は
骨
格
描
法
に
注
意
の
足
ら
ざ
る
な
き
か
然
れ
ど
も
周
菌
に

於
け
る
苦
心
は
よ
く
此
の
ビ
カ
を
許
す
可
く
以
て
全
面
を
貶
す
る
に
足
ら
ざ

る
可
し
後
者
は
水
墨
を
以
て
後
景
二
三
の
人
影
を
現
は
す
筆
者
も
定
め

〔
ざ
ら

ん

〕

し
遠
近
を
取
ら
ん
意
に
外
な
ら
ん
も
其
は
な
く
も
が
な
に
て
前
景
既
に
線
を

施
し
密
な
る
彩
色
を
加
え
し
人
物
と
甚
は
だ
調
和
を
欠
け
り
是
れ
を
昨
年

の
成
績
に
比
し
て
進
歩
上
雲
泥
の
差
あ
り
誠
に
人
物
聾
に
於
て
は
蔑
く
可
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